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町長所信表明町長所信表明
芦屋町長　貝掛　俊之

　

12
月
の
芦
屋
町
議
会
定
例
会
で
貝

掛
町
長
が
所
信
表
明
を
行
い
ま
し
た
。

所
信
表
明
と
は
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

の
方
針
な
ど
を
示
す
も
の
で
す
。
以

下
に
そ
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ

ま
を
は
じ
め
、
各
方
面
か
ら
の
温
か

い
ご
支
援
、
ご
厚
情
を
賜
り
、
第
36

代
芦
屋
町
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
４
月
に
芦
屋
町
議
会
議

員
に
初
当
選
し
、
議
員
と
し
て
、
ま
た

故
郷
を
愛
す
る
町
民
の
一
人
と
し
て
、

芦
屋
町
の
住
民
福
祉
の
向
上
の
た
め
、

邁
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

め
ま
ぐ
る
し
く
状
況
が
変
化
す
る

日
本
社
会
で
す
が
、
今
後
は
執
行
機

関
の
長
と
し
て
、
芦
屋
町
の
発
展
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

特
に
今
は
物
価
高
騰
や
豪
雨
災
害

な
ど
か
ら
町
民
の
皆
さ
ま
の
生
活
を

し
っ
か
り
と
守
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
芦
屋
町
の
限
ら
れ
た
土
地
の

有
効
活
用
や
海
な
ど
芦
屋
町
の
豊
か

な
資
源
を
生
か
し
て
町
を
も
う
一
歩

前
進
さ
せ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
私
は
、「
故あ
し
や郷
創
生
の
３
本
柱
」を
、

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と
し
て
掲
げ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

１
「�

安
心
と
誇
り
を
、
未
来
へ
つ

な
ぐ
芦
屋
町
」

　

町
民
の
皆
さ
ま
の
暮
ら
し
を
守
り
、

芦
屋
町
を
一
歩
前
進
さ
せ
て
ま
い
り

ま
す
。

 

２
「�

国
と
県
と
連
携
し
、
未
来
を

つ
く
る
芦
屋
町
」

　

未
来
を
創
る
芦
屋
町
の
事
業
を
国
、

県
と
し
っ
か
り
連
携
し
、
力
強
く
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

３
「�

財
源
な
く
し
て
安
心（
福
祉
）

な
し
。
財
源
確
保
に
よ
る
、

未
来
ゆ
た
か
な
芦
屋
町
」

　

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
芦
屋
の
振
興
な
ど

に
よ
り
、
未
来
を
見
据
え
、
し
っ
か

り
と
財
源
確
保
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
「
故あ

し
や郷
創
生
」
の
３
本

柱
を
実
現
す
る
た
め
の
具
体
的
な
施

策
の
主
な
内
容
を
説
明
い
た
し
ま
す
。

・「
芦
屋
町
を
守
る
」

・「
芦
屋
町
を
守
る
」

 

❶
「
暮
ら
し
を
守
る
」

　

町
民
の
皆
さ
ま
の
暮
ら
し
を
守
る

た
め
、
芦
屋
町
は
生
活
支
援
や
子
育

て
支
援
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
支
援

な
ど
多
種
多
様
な
支
援
策
、
補
助
事

業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
い
え

る
こ
れ
ら
の
政
策
を
継
続
、
改
善
し
、

あ
る
い
は
新
た
な
政
策
で
、
町
民
の

皆
さ
ま
の
暮
ら
し
を
守
り
、
皆
さ
ま

と
と
も
に
満
足
で
き
る
政
策
の
実
現

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

 

❷
「
災
害
か
ら
守
る
」

　

令
和
７
年
８
月
の
九
州
北
部
豪
雨

で
災
害
が
発
生
し
た
場
所
を
検
証
し
、

改
善
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
山
鹿

地
区
の
冠
水
対
策
を
図
る
た
め
、
排

水
ポ
ン
プ
の
能
力
向
上
を
福
岡
県
や

国
に
強
く
働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
か
ら
防
災
・
減
災
に

取
り
組
む
た
め
、
防
災
専
門
部
署
の

設
置
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

❸
「
産
業
を
守
る
」

　
商
工
業
、
農
業
、
漁
業
者
が
持
続
可

能
で
発
展
し
て
い
く
た
め
、
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
の
発
行
や
有
害
鳥
獣
対

策
な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

  

❹
「
こ
ど
も
た
ち
を
守
る
」

　

酷
暑
対
策
と
し
て
、
小
中
学
校
体

育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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生活応援商品券発行事業生活応援商品券発行事業

　物価高騰によってさまざまな影響を受けている住民の皆さんに、
町内で使える商品券１万５０００円分を給付します。
▷�対象者　２月１日時点で芦屋町に住民登録がある人
※�ただし、２月 13 日金まで引き続き芦屋町に住民登録されている必要があります。
▷�給付額　対象者１人につき１万５０００円分
　（商品券５００円× 30 枚）
▷�配布方法　４月初旬から順次、個人宛てに「ゆうパック」で送付します。
※配布完了まで２週間程度かかります。
※受け取りを辞退する人は、２月 13 日金までにご連絡ください。
▷使用期間　４月１日水～９月 30 日水
▷問い合わせ　商工観光係（☎２２３‐３５４２）
※本事業は物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用しています。

住民１人につき１万５０００円の商品券

・「
芦
屋
町
を
一
歩
前
に
」

 �
❶
「�
こ
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

安
心
し
て
集
え
る
居
場

所
づ
く
り
」

　

こ
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
全
て
の
町

民
が
利
用
で
き
る
入
浴
施
設
の
建
設
な

ど
を
目
指
し
、
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

❷
「�

土
地
の
有
効
活
用
で
成

長
戦
略
」

　

将
来
の
定
住
促
進
や
新
し
い
産
業
の

誘
致
に
繋
げ
て
い
く
た
め
、
高
浜
町
営

住
宅
や
中
央
病
院
の
跡
地
な
ど
の
活
用

を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

❸「
海
を
生
か
し
た
町
づ
く
り
」

　
令
和
８
年
度
、芦
屋
港
に
ボ
ー
ト
パ
ー

ク
と
魚
釣
施
設
の
開
業
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。
海
の
魅
力
を
最
大
限
に
生
か

し
た
芦
屋
港
の
レ
ジ
ャ
ー
港
化
を
、
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
成
果
を
踏
ま
え
、

一
歩
前
に
進
め
、
観
光
振
興
と
交
流
人

口
の
増
加
を
図
る
と
と
も
に
、
町
外
か

ら
の
来
訪
者
だ
け
で
な
く
、
町
民
の
皆

さ
ま
に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
港
づ

く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

❹「
芦
屋
基
地
と
の
連
携
強
化
」

　

我
が
国
を
守
り
、
全
国
か
ら
集
ま
る

自
衛
官
の
皆
さ
ま
と
さ
ら
な
る
連
携
強

化
を
図
り
、
地
域
力
を
前
進
さ
せ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
つ
き
ま
し
て
は
、
選
挙
を

通
じ
て
町
民
の
皆
さ
ま
と
交
わ
し
た
約

束
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
行
政
内
部
で

十
分
協
議
を
行
っ
た
う
え
で
、
町
の
実

施
計
画
に
位
置
づ
け
て
推
進
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
私
が
描
く
未
来
は
、
町
民

の
皆
さ
ま
が
「
芦
屋
に
住
ん
で
い
て
良

か
っ
た
」
と
心
か
ら
感
じ
、
誇
り
を
持

て
る
町
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　「
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
」
と
思
え
る

の
は
ど
の
よ
う
な
町
の
姿
な
の
か
、
町

民
の
皆
さ
ま
の
声
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
な
が
ら
、
現
在
、
住
ん
で
い
る
皆
さ

ま
、
移
住
し
て
来
ら
れ
た
皆
さ
ま
、
そ

し
て
、
こ
れ
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
こ
ど

も
た
ち
が
生
涯
に
わ
た
り
、
安
心
し
て

住
み
続
け
ら
れ
る
町
を
目
指
し
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
４
年
間
し
っ
か
り
仕

事
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
決
意
で
ご
ざ
い

ま
す
。
何
と
ぞ
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

私
の
所
信
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

△�所信表明の一部
を抜粋して紹介
しています。

　�全文は町ホーム
ページを見てく
ださい。
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　あなたの周りで起きた出来事や楽しい話
題、イベントなどの身近な情報をお待ちし
ています。

▽問い合わせ　シティプロモーション係
　（☎２２３‐３５７１）

ま ち の わ だ い

� １１月 16 日　市町村対抗「福岡駅伝」
想いをこめて、次のランナーへ想いをこめて、次のランナーへ

　県営筑後広域公園（筑後市）でスポーツの
総合祭典「第 12回市町村対抗駅伝大会 2025」
が開催されました。福岡県内から 60市町村が
参加し、それぞれの「ふるさと」の期待を背負
い、１本のたすきをつなぎゴールを目指しまし
た。芦屋町の総合順位は 40位で、選手はそれ
ぞれベストを尽くして、走り切りました。

�９月３日、11 月６日、26 日　認知症サポーター養成講座
キッズサポーター養成講座を行いましたキッズサポーター養成講座を行いました

　認知症について知り、見守る「認知症サポーター」の養成
講座を町内小学生（山鹿小学校６年生：９月３日、芦屋東小
学校４年生：11 月６日、芦屋小学校４年生：11 月 26 日）
に行いました。受講した小学生は、「認知症の人に優しく声
をかける」など、認知症の人への接し方を学んでいました。

クリスマスの贈り物クリスマスの贈り物
� 12 月 11 日　日本モーターボート選手会福岡支部

12 月 24 日　　　　　航空自衛隊准曹会芦屋支部
　日本モーターボート選手会福岡支部から、町内６つの保育所（園）、幼
稚園の園児へクリスマスプレゼントが贈られました。あしや保育園の園児
たちは、来園した川上剛

たけし
選手をはじめとする選手の皆さんにワクワクし

た様子で話かけていました。そのあと、お菓子を受け取り、元気よく笑顔
でお礼を伝えていました。
　また、航空自衛隊芦屋准曹会芦屋支部から、障がい福祉サービス事業所
みどり園の利用者の皆さんへクリスマスプレゼントが贈られました。みど
り園の皆さんは、笑顔で感謝の気持ちを伝えていました。

なでしこレクダンス同好会が出場しました！なでしこレクダンス同好会が出場しました！
� 12 月７日　ふくおか県芸術文化祭 2025 九州ブロック芸能のつどい
　ユメニティのおがた（直方市）で、ふくおか県芸術文化祭北九州ブロック
芸能のつどいが行われ、芦屋町から「なでしこレクダンス同好会」が出場し
ました。豪華な衣装と、一糸乱れぬダンスで、見ている観客の目を奪ってい
ました。
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大地の恵みを未来へつなごう大地の恵みを未来へつなごう　

� 12 月７日　第 58 回遠賀・中間地区農業祭
　多くの人に遠賀・中間地区の農産物を見て、手に取ってもらお
うと、ボートレース芦屋で農業祭が行われました。生産者自慢の
農産物の展示のほか、遠賀・中間地区の美味しい特産品、人気の
遠賀高校パウンドケーキコーナー、農業機械展示などがプラザ内
外に並び、多くの人が訪れていました。こども３人で新米をすく
った水巻町からの来場者は「お米目当てで来ました。たくさんす
くえました」と笑顔で話してくれました。

ふるさと観光大使が大名跡を襲名！ふるさと観光大使が大名跡を襲名！
� 12 月 14 日　ふるさと観光大使　露の五郎襲名披露公演

　芦屋町出身で芦屋町ふるさと観光大使でもある露の五
郎さんが、あしや夢リアホールで、襲名披露公演を行い
ました。冒頭の貝掛町長からの開演の挨拶に、露の五郎
さんも登場し、掛け合いと笑いのある挨拶となりました。
公演では露の五郎さんが「トリ」を務め、会場には笑い
があふれていました。まさにふるさとに錦を飾る襲名披
露公演となりました。

� 12 月 13 日　第 27 回芦屋町人権まつり
誰もが生きやすい社会を作るために誰もが生きやすい社会を作るために

　あしや夢リアホールで芦屋町人権まつりが開催され、演奏や踊りで
賑わうふれあいイベント、青少年の主張大会、講演会が行われました。
　また、ロビーでは、工作の広場や人権啓発パネル、あそびの広場な
どの催しもありました。青少年の主張大会では、児童・生徒８人が、「間
違えを犯しても、やり直すチャンスを与えられる温かい社会にしたい」
など、それぞれの思いを発表していました。講演会では、北九州市立
大学准教授のアン・クレシーニさんから「多様性社会～だれもが自分
らしく生きるために～」と題して講演がありました。「誰もが持って
いる『無意識の偏見』を減らすことで生きやすい社会になるのではな
いか」と、実体験を交えながら、明るく楽しく語ってくれました。
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消
防
フ
ェ
ア
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

秋
の
火
災
予
防
週

間
に
伴
い
、
11
月
15

日
に
遠
賀
郡
消
防
本

部
で
「
消
防
フ
ェ
ア
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
、
4
0
0
人
を

超
え
る
人
が
来
場
し
、

消
防
体
験
を
通
じ
て
、

火
災
予
防
の
大
切
さ

を
伝
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
次
回
は

令
和
８
年
の
秋
に
開

催
す
る
予
定
で
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

遠

賀
郡
消
防
本
部
予

防
課
（
☎
２
９
３
‐
８
１
２
５
）

リ
サ
イ
ク
ル
家
具
な
ど
を

展
示
販
売
（
入
札
方
式
）

　

中
間
・
遠
賀
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ザ
で
は
、
ご

み
の
分
別
収
集
に
よ
る

ご
み
の
減
量
化
、
再
資

源
化
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
環
で
、
ご
み
に

出
さ
れ
た
家
具
類
な
ど

を
再
生
し
、
展
示
販
売

を
行
い
ま
す
。

▽��
受
付
期
間　
２
月
24
日
火
～
28
日
土
・
午

前
９
時
～
午
後
４
時
30
分
、
３
月
１
日
日・

午
前
９
時
～
11
時
30
分

▽�

と
こ
ろ　
中
間
・
遠
賀
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
（
中
間
市
大
字
垣
生
）

▽�

品
目　
タ
ン
ス
、
食
器
棚
、
テ
ー
ブ
ル
な

ど
約
１
5
０
点

▽�

対
象　
中
間
市
・
遠
賀
郡
内
に
住
ん
で
い
る
人

▽�

申
込
方
法　
中
間
・
遠
賀
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ
に
あ
る
入
札
用
紙
に
記
入
し
、
提
出

▽�

開
札
日
時　
３
月
１
日
日
・
午
前
11
時
30

分
の
受
け
付
け
終
了
後

※�

落
札
者
に
は
は
が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
で
来
場
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽�

搬
出
期
限　
３
月
７
日
土
・
正
午
ま
で

※�

購
入
品
の
搬
出
は
、各
自
で
お
願
い
し
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
中
間
・
遠
賀
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
（
☎
２
４
５
‐
５
３
７
４
）

解
雇
・
雇
止
め
集
中
相
談
会

　

福
岡
県
労
働
者
支
援
事

務
所
で
は
、
電
話
と
面
談

に
よ
る
解
雇
・
雇
止
め
集

中
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
、
秘
密
厳

守
、
労
働
者
・
使
用
者
ど
ち
ら
か
ら
も
相
談
を
受

け
付
け
ま
す
。

　
ま
た
、
相
談
内
容
に
よ
り
弁
護
士
相
談
も
連
携

し
て
行
い
ま
す
。

▽�

日
時　
２
月
25
日
水
～
26
日
木
・
午
前
９

時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
（
受
け
付
け
は
午

後
７
時
30
分
ま
で
）

▽�

相
談
会
場
・
問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
北
九

州
市
労
働
者
支
援
事
務
所
（
北
九
州
市
小
倉

北
区
浅
野
☎
９
６
７
‐
３
９
４
５
）

無
事
故
・
無
違
反
の

優
良
運
転
者
を
表
彰
し
ま
す

▽�

対
象　

折
尾
交
通
安
全

協
会
会
員
で
、
５
年
以

上
ま
た
は
10
年
以
上
継

続
し
て
無
事
故
・
無
違

反
の
人

※�

過
去
に
同
種
の
表
彰
を
受

け
て
い
る
人
は
除
き
ま
す
。

▽�

申
請
に
必
要
な
も
の　

申
請
書
、
運
転
免
許
証
（
表
・
裏
）
と
会

員
証
の
写
し
、
無
事
故
・
無
違
反
証
明
書

※�

申
請
書
類
は
折
尾
警
察
署
・
交
通
安
全
協

会
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

※�

無
事
故
・
無
違
反
証
明
書
が
手
元
に
届
く

ま
で
に
数
日
間
を
要
し
ま
す
。
早
め
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

申
請　
３
月
２
日
月
～
31
日
火
に
、
折
尾
交

通
安
全
協
会
（
☎
６
０
１
‐
１
８
１
８
）
へ

みんなの
ひろば

車両展示手術体験

▷対象　町内の団体・企業、公共的団体など
▷注意　町が特定の個人、政党、宗教団体を支持していると
　誤解が生じる場合や、雨天時の屋外では使用できません。
▷�申し込み　ホームページにある借用申請書を
　シティプロモーション係（☎２２３‐３５７１）ヘ

アッシー着ぐるみ無料貸し出し

広報あしや　2026.2 ⑥



秀吉の血筋
近衛 龍春　著
実業之日本社

　幼くして父を失い、豊臣秀
吉に庇

ひ ご
護された備前（岡山）

の戦国大名の嫡子・宇
う き た
喜多

秀家。豊臣政権の中枢に上
りつめるも秀吉の死により
運命は反転し…。宇喜多秀
家、御

お つ ぎ
次秀勝、豊臣秀

ひでより
頼ら、

秀吉のこどもたちの栄光と
没落の生涯を描く。

■休館日　�２日月、９日月、16 日月、24 日火、
26 日木

芦屋町図書館
（☎２２３‐３６７７）
開館時間
午前 10 時～午後６時

芦屋町図書館
ホームページ
※�資料検索や
予約などが
できます。

としょ か ん
通 信

芦屋町図書館
イメージキャラクター
よむにゃん ２月

新 着 図 書

注目の一冊

　2004 年に始まった本屋大賞は「全国書店員が選
んだいちばん！売りたい本」として、書店員の投票
で選ばれます。昨年の大賞は「カフネ」でした。本
屋大賞は「汝、星のごとく」や「爆弾」など、大賞
やノミネートされた作品が映画化され注目を集めて
います。ノミネート作品の発表は２月６日金です。
４月９日木の大賞発表までに、気になる作品から読
んでみませんか。

「2026 年本屋大賞ノミネート作品発表」特集

【一般書】
I（アイ） 道尾 秀介� 著
みずいらず 染

そ め い
井 為

ためひと
人� 著

アフター・ユー 一
い ち ほ

穂 ミチ� 著
成瀬は都を駆け抜ける 宮島 未奈� 著

【児童書】
魔法のつららペン 山

やまざき
崎 ナオコーラ�作

ふしぎな図書館と魔物の館 廣
ひろしま

嶋 玲
れ い こ

子� 作
あたらしいかぞく きむら ゆういち�作
しんしん ゆきの ふるばんに あべ 弘士� 作
きぼーる キボリノコンノ� 作

▽ �とき　３月１日日・午後２時から（上映時間60分）

▽ �ところ　図書館１階多目的室

▽ �上映作品　「トムとジェリー　赤ちゃんはいいな」

▽ �内容　ねこのトムとねずみのジェリー。今日も仲良く
ケンカ中 ?!「赤ちゃんはいいな」「母をたずねて」「お
かしなアヒルの子」「可愛い逃亡者」「可愛い花嫁さん」
など、トムとジェリーの楽しいお話全８話。

▽ �定員　40人（事前申し込み先着順）
▽ �申し込み　２月７日土から、電話または図書館カウン

ターで受け付け

お楽しみ上映会

と　き 　　出　演・催　し　　
4 日水 赤ちゃんおはなし会たっち
８日日 にじの会
14 日土 お話しポケット
22 日日 にじの会

定 例 お は な し 会

※時間はいずれも午前 11時から△

ところ　おはなしのへや

1 2 月 分 の 人 の 動 き

人口（前年同月との比較）

出生 転入
転出

人63
人44死亡

人8
人15

令和７年12 月末日現在 令和６年12 月末日現在

人　口

男　性6,050

女　性6,439

世帯数6,346

人

人 6,188

6,537

6,406 世帯

人

人

世帯

12,489 人 12,725 人

●
浜は

ま
ゆ
う

木
綿
俳
句
会

枯
野
来
て
裏う

ら
さ
ん
も
ん

山
門
の
石つ

わ蕗
の
花

�

池
田 

千
恵
子

禅ぜ
ん
で
ら寺

の
火
除
の
達だ

る
ま磨

冬
の
雷ら

い

�

小
川 

雪
野

時し

ぐ雨
る
る
や
友
の
記
憶
の

う
す
れ
ゆ
く

�

吉
住 

利と
し
え枝

冬ふ
ゆ
き
め

木
芽
の
ひ
し
ひ
し
国
に
殉じ

ゅ
んぜ

し
碑ひ

�

池
田 

幸ゆ
き
と
し利

●
水み

ず
く
き茎
短
歌
会

お
し
ゃ
べ
り
と
バ
イ
キ
ン
グ
料
理
の

ク
ラ
ス
会
女お

ん
な

三
人
時
間
が
足
り
ぬ

�

田
中 

勢せ

つ

こ
津
子

村
は
ず
れ
民
家
の
大
き
な
柿
の
木
は

渋
柿
な
の
か
赤
々
と
さ
び
し

�

後
藤 

征ゆ
き
こ子

黄こ
う
よ
う葉

の
い
ち
ょ
う
並
木
は
ひ
と
と
き
を

飾
り
添
え
た
り
寂
し
き
町
に

�

麻
生 

清き
よ
こ子

デ
パ
ー
ト
の
歳
暮
商
品
飾
ら
れ
て

見
や
す
く
す
る
か
照
明
照
ら
す

�

宮
﨑 

佐さ

よ

こ
代
子

俳
句
・
短
歌
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ー芦屋町のボランティア団体　紹介シリーズ５「めるへん」ー
　町内では、「芦屋町手をつなぐリボンの会」というボランティア団体が活動してい
ます。その中に６団体が所属しており、さまざまな分野の活動をしています。今回は
「めるへん」を紹介します。

めるへん　（結成して 40年）

◆活動場所　中央公民館
◆活動日時　毎週水曜日
　　　　　　午前 10時から正午
◆活動人数　８人
◆活動に込めた想い
　年２回、春と秋の図書館まつりに人
形劇・影絵・ペープサートなどで参加
しています。
　長い間、保育所・学童クラブ・図書館まつりなどで披露してきましたが、会員が
みんな高齢になり、また新型コロナウイルスで活動休止の期間があったため、現在
は図書館まつりへの参加で手いっぱいになりました。しかし、今までに作り上げた
切り絵の大型紙芝居やエプロンシアターなどたくさんの宝物が使われずに残ってい
ます。これらをどうするかが今一番の問題です。

【活動レポート】
　取材をした日は、影絵の練習日でし
た。影絵は、音声とスクリーンの下か
ら影絵人形を動かす人、そしてプロジ
ェクターで絵を差し替える人との息が
ぴったり合うことがとても大事だと分
かりました。常に全員が声をかけ合い
ながら行われる真剣な練習があるから
こそ、観る人を感動させられるのだと
感じました。一方、休憩中は笑いの絶
えない楽しいひと時で、練習とのギャ
ップもこの活動が長く続いている理由の一つだと思います。

　めるへんの活動に興味がある人、見学・入会をしてみたい人は、芦屋町社会福祉
協議会に連絡してください。

私たちの手で支えあいの地域をつくる

▽ �問い合わせ　
　芦屋町社会福祉協議会（☎２２２‐２８６６）

広報あしや　2026.2 ⑧



　

昨
年
11
月
13
日
、
芦󠄀
屋
中
学
校
で
中
学
生
の
「
税
に

つ
い
て
の
作
文
」
入
賞
作
品
表
彰
式
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
国
税
庁
と
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
が

全
国
の
中
学
生
を
対
象
に
税
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識

と
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
に
、
租
税
教
育
の
一
環

と
し
て
作
文
を
募
集
し
た
も
の
で
す
。

　

芦
屋
町
で
は
、
芦󠄀
屋
町
長
賞
を
受
賞
し
た
芦󠄀
屋
中
学

校
３
年
生
の
鈴す
ず
き木
莉り

お央
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

中
学
生
の

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

表
彰
式

未
来
を
照
ら
す
　
価
値
あ
る
先
行
投
資�

芦
屋
中
学
校　
３
年　
鈴
木　
莉
央

　
「
税
金
な
ん
て
な
く
し
て
し
ま

え
ば
い
い
の
に
。」
友
人
と
の
何

気
な
い
会
話
の
中
の
一
言
で
し

た
。
当
時
の
私
が
持
っ
て
い
た

知
識
な
ん
て
も
の
は
、
本
当
に

些
細
な
も
の
で
。
い
く
つ
か
税
金
の
使
い
道
を
知
っ
て
い

た
と
は
い
え
ど
、
唯
一
納
め
る
こ
と
の
あ
る
消
費
税
が
高

く
感
じ
る
程
度
の
知
識
で
し
た
。
し
か
し
、
学
校
の
授
業

で
見
た
あ
る
映
像
が
私
の
考
え
に
転
機
を
与
え
ま
し
た
。

　
カ
カ
オ
農
園
で
働
く
兄
弟
、
ゴ
ミ
の
山
を
漁
り
、
売
れ

そ
う
な
物
を
探
す
女
の
子
、
家
族
に
家
を
追
い
出
さ
れ
た

ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
と
呼
ば
れ
る
子
供
達
。
衝
撃
で

し
た
。
い
ず
れ
も
十
八
歳
未
満
の
子
供
な
ん
で
す
。
授
業

の
終
わ
り
際
に
先
生
は
私
達
に
こ
う
言
い
ま
し
た
。「
生

ま
れ
た
環
境
が
違
う
だ
け
な
ん
よ
な
。」
と
。
私
は
こ
の

言
葉
を
聞
き
、
私
の
生
活
は
、
日
本
は
す
ご
く
豊
か
で
安

定
し
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
私
は
生
ま

れ
て
か
ら
現
在
ま
で
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
学
校
へ
通

い
、
教
科
書
を
使
っ
て
勉
強
を
し
、
休
日
に
は
整
備
さ
れ

た
公
園
で
遊
び
、
大
好
き
な
図
書
館
で
本
を
読
み
、
困
る

こ
と
な
く
生
活
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
当
た
り
前
は
ど
の

よ
う
に
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
で
す
、

こ
の
よ
う
な
公
的
サ
ー
ビ
ス
は
全
て
税
金
に
よ
っ
て
成

り
立
っ
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
「
税
金
」
が
ど
の
よ
う

な
役
割
を
持
っ
て
い
る
の
か
。
単
純
な
興
味
と
と
も
に
、

こ
れ
か
ら
の
自
身
の
生
活
の
あ
り
方
を
考
え
直
す
き
っ

か
け
に
も
な
る
と
思
い
、
調
べ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
す

る
と
、
調
べ
て
い
く
中
で
社
会
保
障
や
教
育
、
土
地
の
整

備
な
ど
、
想
像
以
上
に
私
達
の
生
活
と
密
接
に
関
わ
っ
て

い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
税
金
は
国
民
の
生
活
を
豊
か

に
し
て
い
る
の
で
す
。
一
方
で
、
海
外
支
援
を
行
っ
て
い

る
と
い
う
記
事
を
見
つ
け
ま
し
た
。
詳
し
く
追
っ
て
い
く

と
、
ア
フ
リ
カ
や
ア
ジ
ア
な
ど
の
発
展
途
上
国
に
対
し
、

税
金
の
一
部
を
財
源
と
し
て
支
援
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。
国
民
の
中
に
は
こ
の
活
動
に
対
し
、
否
定
的
な

意
見
を
持
つ
人
も
い
る
そ
う
で
す
が
、
私
は
そ
う
は
思
い

ま
せ
ん
。
と
て
も
価
値
の
あ
る
有
意
義
な
活
動
で
あ
る
上

に
、
国
際
協
調
の
面
か
ら
見
て
も
す
ご
く
大
切
な
こ
と
だ

と
感
じ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
様
々
な
税
の
使
わ
れ
方
を
知

り
、
正
直
全
く
と
言
っ
て
い
い
程
関
心
が
な
か
っ
た
税
に

つ
い
て
、
少
し
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
改
め
て
、
私
は
税
を
納
め
る
こ
と
に
は
意
義
が
あ
る
と

と
も
に
、
大
き
な
価
値
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
れ
か
ら
の
日
本
が
、
世
界
全
体
が
あ
る
べ
き
形
で
あ
る

た
め
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
に
な
る
で
し
ょ
う
。
少
な
く

と
も
日
本
で
は
税
金
に
よ
っ
て
国
民
の
生
活
が
豊
か
に

な
っ
て
い
る
の
で
す
。
私
は
今
後
、
年
を
重
ね
る
に
つ
れ

て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
多
く
の
税
金
を
納
め
る
こ
と
に
な

る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
私
に
と
っ
て
税
金
を
納
め
る
こ

と
は
未
来
の
日
本
、
そ
し
て
世
界
へ
の
価
値
あ
る
先
行
投

資
で
す
。
税
金
に
対
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
明
る
く
す
る
た

め
に
は
、
や
は
り
納
め
る
立
場
で
あ
る
私
達
が
関
心
を
持

つ
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
明
る
く
す
る

た
め
に
、
希
望
に
満
ち
た
未
来
を
共
に
創
っ
て
い
く
た
め

に
。
税
へ
の
知
識
を
深
め
、
税
を
通
じ
て
未
来
を
創
る
こ

と
に
誇
り
を
も
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

芦
屋
町
長
賞
受
賞
作
文
を
紹
介
し
ま
す
▽�

問
い
合
わ
せ　
課
税
係

　
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
４
）
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み
ん
な
で
元
気
に
な
ろ
う
や
！
講
座

高
血
圧
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

　

高
血
圧
は
脳
梗こ
う
そ
く塞
や

虚
血
性
心
疾
患
、
慢
性

腎
臓
病
な
ど
の
原
因

に
な
り
ま
す
。
高
血
圧

と
は
ど
ん
な
病
気
な
の

か
、
予
防
の
た
め
の
ポ

イ
ン
ト
な
ど
を
学
び
ま
す
。

▽�
と
き　
２
月
24
日
火
・
午
前
10
時
（
受

け
付
け
は
９
時
45
分
か
ら
）
～
午
後

0
時
30
分

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽�

内
容　
高
血
圧
の
話
、
減
塩
食
の
試
食

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
人

▽
定
員　
15
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽
参
加
費　
無
料　

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　

健
診
結
果
表
、

筆
記
用
具
、
味
噌
汁
（
希
望
者
に
塩

分
測
定
を
し
ま
す
）

▽�

申
し
込
み　

２
月

17
日
火
ま
で
に
２

次
元
コ
ー
ド
か
ら
。

ま
た
は
健
康
づ
く

り
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
３
）
へ

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　

認
知
症
の
人
や
介
護
を
し
て
い
る
人
、

問い合わせ（市外局番０９３）

☎ 223-3677図 書 館
☎ 222-1681中央公民館

役場・教育委員会 ☎ 223-0881 ㈹

☎ 222-2931芦屋中央病院
☎ 223-0731町民会館 ☎ 222-1981芦屋東公民館

☎ 223-1892山鹿公民館

芦屋歴史の里 ☎ 222-2555
芦屋釜の里 ☎ 223-5881

☎ 222-0181総合体育館

健
康
・
子
育
て

みんな来てね、出前たんぽぽ広場

▽�とき　２月 18日水・午前 10時～正午　　　 ▽ �ところ　山鹿公民館　和室
※�絵本やおもちゃを用意して待っています。

♥ぽんちゃんのにこにこ絵本

　 ▽ �とき　２月２日月・午前 11時～ 11時 30分

♥豆まき（15 組限定）

　 ▽ �とき　２月３日火・午前 10時～ 11時 　

　 ※１月 20日火から予約開始

♥きりんパーク
　 ▽ �とき　２月 4日水・午前９時～正午
　※センター内の奥のホールで体を動かして遊べますよ。

♥音楽 DE ことばあそび（10 組程度）
　 ▽ �とき　２月 13日金・午前 10時～ 11時

　 ▽ �持ってくるもの　水分補給の飲み物
　※�動きやすい服装で来てください。

２月の日曜開館日　８日・22 日

た ん ぽ ぽ コ ー ナ ーた ん ぽ ぽ コ ー ナ ー

　 ※１月 30日金から予約開始

♥吉村じいちゃんと絵本マミーの絵本タイム

　 ▽ �とき　２月 20日金・午前 11時～ 11時 30分

♥育児相談
　�【栄養の話】 
　管理栄養士による食育の指導と進め方相談

　 ▽ �とき　２月10日火・午前10時～11時

　�【たんぽぽ相談】
　保健師・管理栄養士による相談

　� 　２月の相談はありませんが、気になることがあれ

ば、気軽に電話してください。※次回３月 10日火

対象は、就学前のこどもと保護者です。
●問い合わせ　芦屋町子育て支援センター

 「たんぽぽ」（☎２２１‐２５６７）

みんなで元気に
なろうや！講座

広報あしや　2026.2 ⑩



地
域
の
人
や
専
門
職

の
人
が
気
軽
に
集
い
、

交
流
を
図
り
な
が
ら

く
つ
ろ
ぐ
場
所
で
す
。

音
楽
を
使
っ
た
脳
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
体

験
や
、
専
門
職
の
人

か
ら
認
知
症
や
介
護
に
関
す
る
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

▽�

と
き　
２
月
24
日
火
・
午
前
10
時
（
受

け
付
け
は
９
時
30
分
か
ら
）
～
11
時

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
２
階

▽�

対
象　
認
知
症
の
人
や
介
護
を
し
て

い
る
人
な
ど
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▽�

内
容　
音
楽
脳
ト
レ
、
座
談
会

▽
参
加
費　
無
料

▽
定
員　
10
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽�

申
し
込
み　
２
月
17
日
火
ま
で
に
高
齢

者
支
援
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
６
）
へ

令
和
８
年
度
児
童
生
徒
就
学
援
助

新
入
学
学
用
品
費
の
入
学
前
支
給

　

経
済
的
な
理
由
で
小
中

学
校
へ
の
就
学
が
困
難
な

世
帯（
生
活
保
護
世
帯
は
除

く
）
に
、学
用
品
費
や
給
食

費
、修
学
旅
行
費
な
ど
を
助

成
し
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、入
学
前
（
3

月
中
旬
）に
新
入
学
学
用
品

費
の
支
給
を
希
望
す
る
人
は
、次
の
申
請

期
限
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

申
請
期
限　
２
月
20
日
金

※�

申
請
期
限
後
も
、
４
月
末
ま
で
に
申
請

し
、
認
定
さ
れ
た
人
に
は
１
学
期
の
就

学
援
助
費
振
込
時
（
７
月
末
～
８
月
上

旬
）
に
新
入
学
学
用
品
費
を
含
め
て
支

給
し
ま
す
。

▽�

対
象　
世
帯
全
員
の
所
得
な
ど
が
一

定
の
基
準
以
下
の
世
帯
で
あ
り
、
次

の
❶
～
❹
の
全
て
を
満
た
す
人

❶�

児
童
生
徒
が
令
和
８
年
４
月
に
町
内

の
小
中
学
校
に
入
学
予
定
の
人

❷�

就
学
援
助
の
要
件
に
該
当
す
る
人

❸�
申
請
時
に
町
内
に
居
住
し
て
い
る
人

（
令
和
８
年
３
月
末
以
前
に
町
外
に
転

出
す
る
人
を
除
く
）

❹�

生
活
保
護
を
受
け
て
い
な
い
人

※�

入
学
前
支
給
を
受
け
た
後
、
転
出
な

ど
に
よ
り
対
象
か
ら
外
れ
た
場
合
は
、

返
還
し
て
も
ら
い
ま
す
。

▽�

提
出
書
類　
申
請
書

と
手
引
き
は
、
学
校

教
育
課
窓
口
ま
た

は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽�

申
し
込
み　
学
校
教
育
係
（
☎
２
２

３
‐
３
５
４
７
）
へ

人
権
生
活
相
談

　
人
権
に
関
す
る
こ
と
や
生
活
、
就
職
、

進
学
な
ど
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

【
定
例
相
談
】

◎�

２
月
５
日
木
＝
橋は

し
も
と本

求も
と
む相

談
員

◎�

２
月
19
日
木
＝
土ど

い肥
孝た
か
あ
き明
相
談
員

※�

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
４
時

▽�

と
こ
ろ　
芦
屋
東
公
民
館

【
定
例
日
以
外
】
直
接
、
相
談
員
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

◎��

橋
本
相
談
員
（
幸
町
８
番
18
号
☎
２

２
３
‐
３
２
０
３
）

◎�

土
肥
相
談
員
（
浜
口
町
４
番
12
号
☎

２
２
２
‐
０
０
４
４
）

無
料
法
律
相
談

▽�

と
き　

２
月
17
日
火
・
午
後
１
時
30

分
～
4
時
30
分
（
時
間
指
定
不
可
）

▽�

と
こ
ろ　
役
場
２
階

▽�

定
員　
６
人
（
組
）（
事
前
申
し
込
み

先
着
順
）

▽
相
談
時
間　
1
人
（
組
）
約
30
分

※�

申
し
込
み
は
、
一
つ
の
相
談
内
容
に

つ
き
1
枠
で
す
。

※�

遅
れ
る
と
き
や
相
談
の
取
り
消
し
を
す

る
と
き
は
、必
ず
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※�
相
談
の
内
容
に
応
じ
て
、
契
約
書
な

ど
の
関
係
書
類
（
写
し
で
も
可
）
を

持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

※�

係
争
中
の
案
件
や
刑
事
事
件
に
関
す

る
相
談
、
同
一
・
同
種
の
案
件
の
反

復
的
・
継
続
的
な
相
談
は
受
け
付
け

て
い
ま
せ
ん
。

▽�

申
し
込
み　

２
月
2
日
月
か
ら
、
庶

務
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
７
２
）
へ

農
業
委
員
募
集

　

芦
屋
町
農
業
委
員
会
で
は
、
現
職
の

委
員
が
７
月
19
日
に
任
期
満
了
を
迎
え

る
た
め
、
新
た
に
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽�

任
期　
７
月
20
日
～
令
和
11
年
７
月

19
日
（
３
年
間
）

▽�

募
集
人
数　
８
人

※�

農
業
委
員
の
年
齢
、
性
別
な
ど
に
著

し
い
偏
り
が
生
じ
な
い
よ
う
配
慮
し

ま
す
。

▽�

業
務
内
容

◦�

農
地
法
の
許
認
可
や
違
反
転
用
の
早

期
発
見

◦�

担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
・
集
約
化
、

耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、

新
規
参
入
の
促
進
な
ど
に
伴
う
現
地

調
査
、
指
導
や
パ
ト
ロ
ー
ル

◦�

農
業
者
か
ら
の
相
談
対
応
と
助
言
指
導

▽�

対
象　
農
業
に
詳
し
く
、
農
地
利
用

の
推
進
や
農
業
委
員
会
に
関
す
る
業

務
な
ど
を
適
切
に
行
え
る
人

▽�

募
集
方
法　
推
薦
ま
た
は
自
薦

▽�

申
し
込
み　
２
月
２
日
月
～
27
日
金

に
農
林
水
産
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５

４
４
）
へ

※�

詳
し
く
は
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

見
て
く
だ
さ
い
。

町ホームページ

募
集

・
相
談

町ホームページ
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緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
（
装
置
）
を

利
用
し
ま
せ
ん
か

　

急
病
や
健
康
相
談
な
ど
が
必
要
な
と

き
、
受
信
セ
ン
タ
ー
に
通
報
で
き
る
装

置
を
貸
与
し
ま
す
。
受
信
セ
ン
タ
ー
は

必
要
に
応
じ
消
防
署
な
ど
に
連
絡
を
行

い
ま
す
。

▽�

対
象　
緊
急
の
通
報
に
困
難
を
抱
え

る
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
発
作
的
な

持
病
な
ど
が
あ
る
一
人
暮
ら
し
高
齢

者
や
寝
た
き
り
の
高
齢
者
・
重
度
身

体
障
が
い
者
で
、
固
定
電
話
を
設
置

し
て
い
る
人

▽�

料
金　
世
帯
の
課
税
状
況
に
よ
り
ま

す
。
月
額
使
用
料
（
生
活
保
護
世
帯

0
円
、
非
課
税
世
帯
2
0
0
円
、
課

税
世
帯
5
0
0
円
）

▽�

利
用
手
続　

役
場
に
申
し
込
み
後
、

利
用
者
の
世
帯
状
況
や
身
体
状
況
な

ど
を
調
査
し
た
う
え
で
、
貸
出
の
可

否
を
決
定
し
ま
す
。

▽�

申
し
込
み　
高
齢
者
支
援
係
（
☎
２

２
3
‐
３
５
３
６
）
へ

後
期
高
齢
者
医
療
加
入
者
に

医
療
費
通
知
を
送
付
し
ま
す

　

福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

で
は
、
健
康
や
医
療
に
対
す
る
認
識
を

深
め
て
も
ら
う
た
め
に
、年
３
回（
７
月
、

11
月
、
翌
２
月
）
医
療
費
通
知
を
発
行

し
て
い
ま
す
。

　

令
和
７
年
８
月
～
11
月
診
療
分
の
医

療
費
通
知
の
発
送
は
、
２
月
中
旬
で
す
。

被
保
険
者
本
人
の
住
所
（
送
付
先
変
更

を
行
っ
て
い
る
場
合
を
除
く
）
に
圧
着

は
が
き
を
送
付
し
ま
す
。

※�

通
知
作
成
日
時
点
で
亡
く
な
っ
て
い

る
人
の
通
知
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

※�

医
療
機
関
か
ら
の
情
報
受
け
渡
し
の

タ
イ
ミ
ン
グ
に
よ
り
、
本
通
知
に
掲

載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

医
療
費
控
除
の
明
細
書
と
し
て
使
用

す
る
場
合
は
、
領
収
書
な
ど
を
追
加

し
て
く
だ
さ
い
。

※�

郵
便
の
事
情
に
よ
り
、
手
元
に
届
く

ま
で
発
送
か
ら
１
週
間
ほ
ど
か
か
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
保
険
年
金
係
（
☎
２

２
３
‐
３
５
３
２
）
ま
た
は
、
福
岡

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
お
問

い
合
わ
せ
セ
ン
タ
ー
（
☎
〈
０
９
２
〉

６
５
１
‐
３
１
１
１
）

要
介
護
認
定
で
障
害
者
控
除
が

適
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　
所
得
税
法
や
地
方
税
法
で
は
、
申
告

す
る
本
人
ま
た
は
扶
養
親
族
が
障
が
い

者
に
該
当
す
る
場
合
、「
障
害
者
控
除
」

と
し
て
一
定
金
額
を
所
得
か
ら
控
除
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
身
体
障
害
者
手
帳
や
精
神
障
害
者
保

お
知
ら
せ

３月６日金から芦屋町テレビ受信料補助金の補助申請受け付けを開始します
　町内でＮＨＫ受信契約を行っていて、令和７年度分（７年４月～８年３月分）の受信料を支払っ
た人（世帯または事業所）のうち、防衛省からの半額助成を受けていない人に地上契
約分の半額相当を補助します（対象世帯には３月初旬に申請書を送付する予定です）。
　申請手続きには必ず「対象期間のＮＨＫ受信料の領収証」が必要です。領収証が
ない場合は、再発行をNHKに直接依頼してください。
領収証の再発行方法

※３月ごろは、ＮＨＫの電話窓口が大変混み合うため、早めの準備をお願いします。

▽ �領収証の発行・受信料に関する問い合わせ（支払い方法により問い合わせ先が異なります。）
支払い方法 問い合わせ先 電話番号

・口座振替払い NHKふれあいセンター
☎０５７０‐０７７‐０７７（ナビダイヤル） 
または☎０５０‐３７８６‐５００３
午前９時～午後６時（土日祝日も受け付け）

・クレジットカード払い
・団体一括払い
・継続振込用紙払い
・そのほかの支払い

NHK北九州放送局
経営管理企画センター

☎５９１‐５０２０
午前 10時～午後５時（平日のみ）

ＮＨＫに電話をして
領収証の再発行を依
頼します

電話で「令和７年４月から令和８年
３月までの領収証の再発行をお願い
します」と伝えるとスムーズです

ＮＨＫから郵送で領
収証（支払証明書）
が届きます

▽ �問い合わせ　庶務係（☎２２３‐３５７２）

町ホームページ

広報あしや　2026.2 ⑫



芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp

健
福
祉
手
帳
な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い

な
く
て
も
、
65
歳
以
上
で
介
護
保
険
の

認
定
を
受
け
て
い
る
人
の
う
ち
、
状
態

に
よ
っ
て
障
害
者
控
除
の
対
象
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
次
の
対
象
に
該
当

す
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、
税
の
申
告
を

行
う
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、
す
で
に
身
体
障
害
者
手
帳
な

ど
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
は
、
そ
の

手
帳
に
よ
り
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

▽�

対
象　
寝
た
き
り
や
認
知
症
な
ど
の

状
態
で
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

人
（
要
介
護
認
定
者
で
も
一
定
の
基

準
が
必
要
で
す
）

※�

申
請
に
は
、
所
定
の
申
請
書
と
、
場
合

に
よ
り
医
師
の
診
断
書
が
必
要
で
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
高
齢
者
支
援
係
（
☎

２
２
３
‐
３
５
３
６
）

※�

税
控
除
額
は
、
課
税
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
３
４
）
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

２
月
16
日
月
～
３
月
16
日
月

税
の
申
告
を
役
場
で
受
け
付
け
ま
す

　

詳
し
く
は
、
今
号
に
折
り
込
ん
で
い

る
「
所
得
税
・
住
民
税
の
申
告
が
始
ま

り
ま
す
」
を
見
て
く
だ
さ
い
。

※�

①
～
④
に
該
当
す
る
人
は
、
次
の
日

程
で
税
理
士
が
相
談
や
申
告
を
受
け

付
け
ま
す
。

①
事
業
所
得
が
あ
る
人

②
農
業
、
漁
業
の
所
得
が
あ
る
人

③
不
動
産
所
得
が
あ
る
人

④�

イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
の
登
録
を

受
け
て
い
る
人

▽�

と
き　
２
月
19
日
木
、
24
日
火
、
25
日

水
、
３
月
5
日
木
、
6
日
金
、
10
日
火

【
確
定
申
告
は
e
︲
t
a
x
で
！
】

　

確
定
申
告
書
は
、
e
︲
t
a
x
を
利

用
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン

で
作
成
し
て
く
だ

さ
い
。
e
︲
t
a
x

は
、
確
定
申
告
期
間

中
24
時
間
利
用
可

能
で
、
自
宅
で
申
告

が
可
能
で
す
。
国
税

庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
確
定
申
告
書
等

作
成
コ
ー
ナ
ー
」
に
ア
ク
セ
ス
し
、
画

面
案
内
に
従
っ
て
、
収
入
金
額
な
ど
を

入
力
す
る
だ
け
で
簡
単
に
作
成
で
き
ま

す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
課
税
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
３
４
）

広
報
あ
し
や
配
布
人
募
集

▽�

募
集
人
数　
1
人

▽�

対
象　
令
和
8
年
4
月
1
日
時
点
で

18
歳
以
上
の
人
、
ま
た
は
法
人
や
団

体
な
ど

▽�

配
布
開
始　
5
月
号
か
ら
（
配
布
期

間
は
4
月
21
日
火
～
25
日
土
）

▽�

配
布
地
域　
粟
屋・大
城（
約
４
3
5
部
）

▽�

委
託
料　
１
回
あ
た
り
１
５
５
０
０

円
（
予
定
）

※�

詳
し
く
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見

て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
７
１
）

役
場
が
一
時
停
電
し
ま
す

　

役
場
本
庁
舎
の
工
事
を
行
う
た
め
、

次
の
日
程
で
役
場
が
一
時
停
電
し
ま
す
。

停
電
中
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

安
全
に
作
業
を
進
め
る
た
め
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

※�
庁
舎
内
ト
イ
レ
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
と

福
岡
銀
行
の
A
T
M
は
使
え
ま
せ
ん
。

▽�

と
き　
1
月
25
日
日
・
午
後
０
時
30

分
～
7
時
30
分

▽
と
こ
ろ　
役
場
本
庁
舎

▽
工
事
名

　
①
庁
舎
非
常
用
電
源
整
備
工
事

　
②
庁
舎
高
圧
気
中
開
閉
器
取
替
工
事

▽�

工
事
内
容

　

�

①
災
害
な
ど
の
非
常
時
に
電
気
を
供

給
す
る
電
源
装
置
の
新
設

　

�

②
高
圧
気
中
開
閉
器
と
高
圧
ケ
ー
ブ

ル
の
取
り
替
え

▽�

停
電
中
の
連
絡
先　
役
場
へ
の
電
話

連
絡
が
で
き
ま
せ
ん
。
急
ぎ
の
人
は
、

中
央
公
民
館　

担
当
：
長
野
（
☎
２

２
2
‐
1
6
8
1
）
へ

▽�

問
い
合
わ
せ　
契
約
管
財
係
（
☎
２

２
3
‐
３
５
7
６
）

令
和
８
年
度
の
同
好
会
登
録
を

受
け
付
け
ま
す

　
同
好
会
と
し
て
の
登
録

を
す
る
と
、
公
民
館
や
町

民
会
館
の
施
設
が
、
年
間

を
と
お
し
て
定
期
的
に
利

用
で
き
ま
す
。

※�

申
請
書
は
中
央
公
民

館
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
登
録
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
。

※�

申
請
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、

利
用
す
る
曜
日
や
時
間
が
希
望
ど
お

り
と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽��

申
し
込
み　
中
央
公
民
館
（
☎
２
２  

２
‐
１
６
８
１
）
へ

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

確定申告書等
作成コーナー

国税庁
ホームページ

町ホームページ
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芦
屋
釜
の
里
鋳
物
講
座

「
錫す
ず
の
古
印
作
り
」

 

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
錫
製
の
古
印
を
作
り
ま

す
（
桐
箱
付
き
）。

▽�

と
き　
３
月
７
日
土
・
午
前
10
時
～
11

時
30
分

▽�

と
こ
ろ　
芦
屋
釜
の
里

▽�

対
象　
小
学
３
年
生
以
上
（
小
学
４

年
生
ま
で
保
護
者
同
伴
）

▽�

定
員　
15
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽�

参
加
費　
大
人
１
5
０
０
円
、
高
校
生

以
下
１
3
０
０
円
（
入
館
料
を
含
む
）

▽�

申
し
込
み　

２
月
21
日
土
～
28
日
土

の
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
に
芦
屋

釜
の
里
（
☎
２
２
３
‐
５
８
８
１
）
へ

※�

平
日
の
月
曜
日
は
休
館
で
す
。
月
曜
祝

休
日
の
場
合
は
翌
平
日
が
休
館
で
す
。

芦
屋
釜
の
里
イ
ベ
ン
ト
情
報

❶�

梅
見
特
別
呈
茶

　

梅
の
花
咲
く
庭
園
の
風
情
を
楽
し
み

な
が
ら
抹
茶
を
一
服
い
か
が
で
す
か
。

▽�

と
き　
２
月
７
日
土
～
８
日
・
午
前
10

時
～
午
後
4
時
30
分
受
け
付
け

▽�

と
こ
ろ　
芦
屋
釜
の
里
大
茶
室

▽�

内
容　
大
茶
室
で
の
呈
茶
（
和
菓
子

と
抹
茶
）

※
お
点て

ま
え前

は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽�

料
金　
18
歳
以
上
７
０
０
円
、小・中・

高
校
生
４
０
０
円
（
入
館
料
と
お
茶

代
）、未
就
学
児
３
０
０
円
（
お
茶
代
）

❷
抹
茶
飲
み
比
べ
呈
茶

　

宇
治
抹
茶
と
福
岡
県
産
の
抹
茶
の
飲

み
比
べ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▽�

と
き　
２
月
22
日
日
～
23
日
月
・
午
前

９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分
受
け
付
け

▽�

と
こ
ろ　
芦
屋
釜
の
里
立
礼
席

▽�

内
容　
立
礼
席
で
の
呈
茶
（
和
菓
子

と
抹
茶
２
服
）

※
お
点て

ま
え前

は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽�

料
金　
18
歳
以
上
9
０
０
円
、小・中・

高
校
生
6
０
０
円
（
入
館
料
と
お
茶

代
）、未
就
学
児
5
０
０
円
（
お
茶
代
）

❸
ひ
な
ま
つ
り
茶
会

　

早
春
の
清
々
し
い
季
節
に
ひ
な
ま
つ

り
茶
会
を
行
い
ま
す
。
大
人
も
こ
ど
も

も
楽
し
め
る
茶
会
で
す
。
気
軽
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

と
き　
３
月
１
日
日
・
午
前
10
時
～

午
後
３
時
受
け
付
け

▽�

と
こ
ろ　
芦
屋
釜
の
里
大
茶
室

▽�

内
容　
抹
茶
と
ひ
な
ま
つ
り
の
和
菓

子
に
よ
る
茶
会

▽�

料
金　
18
歳
以
上
７
０
０
円
、小・中・

高
校
生
４
０
０
円
（
入
館
料
と
お
茶

代
）、未
就
学
児
３
０
０
円
（
お
茶
代
）

❹�

春
の
宵
、
さ
く
ら
コ
ン
サ
ー
ト
inin
芦

屋
釜
の
里

　

春
の
宵
、
夜
桜
の
下
、
茶
室
で
コ
ン

サ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。
庭
園
の
ラ
イ
ト

お
知
ら
せ

消費者ホットニュース

＜事例 1 ＞
　テレビを見ていて健康食品を試したいと思い、注
文の電話をした。なかなか電話が繋がらず、やっと
繋がった嬉しさと安堵感で、注文を受け付ける人が
早口で何か言っていたが、うわの空で聞き、「はい」
「はい」と生返事をした。届いた健康食品は一回限
りの商品ではなく定期購入だった。
� （70歳代　女性）
＜事例 2 ＞
　テレビショッピングでネックレスが
欲しくなり、注文した。届いたネック
レスはテレビで見たものとは違い、安
っぽく気に入らない。返品しようと電
話をしたが返品を断られてしまった。
� （50歳代　女性）
＜注意＞
●�販売条件の説明を聞き逃していることが多く発

生しています。定期購入か否か確認が必要です。
●電話口で新たな勧誘を受けることがあります。
　その意思がない場合は、きっぱりと断りましょう。
●�電話で新たに勧誘された契約はクーリング・オフ
が可能です。
●�テレビショッピングは実物を確認して購入する
ことができません。そのため、「イメージが違う」
と申し出ても相手の事業者から「イメージ違いは
返品の要件ではない」と断られてしまうことがあ
ります。
●返品の可否や条件を注文時に確認しましょう。

▽ �問い合わせ　芦屋町消費生活相談窓口
　（☎２２３‐３５４３）※環境住宅課内

テレビショッピングは広告だけでなく注文の電話でも確認が必要です！
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　平日役場開庁時に、マイ
ナンバーカードの受け取り
や申請ができない人のため
に、次の日程で休日窓口を
開設します。
※�急きょ中止になる場合は、
ホームページに掲載します。

▽ �とき　２月 28日土・午前８時 30分～正午
� ▽ �ところ　住民課窓口

▽持ってくるもの　
　�【申請】　申請書（ない場合は役場で交付）、
申請書貼付写真（ない場合は申請時に無
料で撮影）、通知カード、本人確認書類、
住民基本台帳カード（持っている人のみ）

　�【受け取り】　交付通知書、通知カード、本
人確認書類、住民基本台帳カード（持っ
ている人のみ）

※�本人確認書類は、公的機関が発行した免
許証などの顔写真付きは１点、健康保険
証などの顔写真がないものは２点必要で
す。

※�手続きは本人のみできます。
※�証明書の発行や転入・転出の異動の受け付
けなどは行いません。

▽ �問い合わせ　住民係（☎２２３‐３５３１）

マイナンバー休日窓口
ホームページ

マイナンバーカードの
休日窓口を開設します

芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp

防災無線の訓練放送
　
　Ｊアラートを活用した全国一斉の情報伝達訓練が
行われます。訓練当日は、戸別受信機や防災行政無
線による訓練放送が流れます。
※�実際の災害と間違えないよう、注意してください。

▽ �とき　２月６日金・午前 11 時ごろ
　※予備日　２月 20 日金・午前 11 時ごろ

▽放送内容

　♪ 上りチャイム音 ♪
　�「これは、Ｊアラートのテスト

です」×３回　
　「こちらは、芦屋町です」
 ♪ 下りチャイム音 ♪

▽ ��問い合わせ　庶務係（☎２２３‐３５７２）

ア
ッ
プ
も
行
い
ま
す
。
ま
た
、
芦
屋
歴

史
の
里
も
開
館
時
間
を
延
長
し
ま
す
。

▽�
と
き　
３
月
27
日
金
～
28
日
土

�【
コ
ン
サ
ー
ト
】
第
１
回
＝
午
後
６
時
～

６
時
45
分
、
第
２
回
＝
午
後
７
時
40
分

～
８
時
25
分

▽�

演
奏　

蒲
原 
史
子
さ
ん
（
声
楽
）、

日
高 

美
佐
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）

▽�

曲
目　
「
さ
く
ら
さ
く
ら
（
日
本
古

謡
）」「
花
（
瀧 

廉
太
郎
）」「
春
（
グ

リ
ー
グ
）」
ほ
か

▽�

対
象　
小
学
生
以
上
（
小
中
学
生
は

保
護
者
同
伴
）

▽�

定
員　

各
回
60
人
（
事
前
申
し
込
み

先
着
順
）

▽�

料
金　
大
人
・
こ
ど
も
と
も
１
人
２

１
０
０
円
（
芦
屋
釜
の
里
入
館
料
・

呈
茶
料
・
芦
屋
歴
史
の
里
入
館
料
を

含
む
）

▽
申
込
期
間　
２
月
21
日
土
か
ら

※
予
約
は
一
度
に
４
人
ま
で
で
き
ま
す
。

※�

畳
に
座
っ
て
の
鑑
賞
と
な
り
ま
す
。

※�

い
す
が
必
要
な
場
合
は
予
約
時
に
伝

え
て
く
だ
さ
い
。

【
芦
屋
歴
史
の
里
】
午
後
９
時
ま
で
開
館

【
共
通
項
目
】

▽��

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

午
前
９

時
30
分
～
午
後
５
時
に
芦
屋
釜
の
里

（
☎
２
２
３
‐
５
８
８
１
）
へ

※
❶�

❷
❸
は
事
前
申
込
不
要
❹�

＝
要
予
約

※�

平
日
の
月
曜
日
は
休
館
で
す
。
月
曜
祝

休
日
の
場
合
は
翌
平
日
が
休
館
で
す
。

テ
レ
ビ
の

ｄｄ
ボ
タ
ン
広
報
誌
で

ま
ち
の
情
報
が

見
ら
れ
る
！

◁�

問
い
合
わ
せ　
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
係　
（
☎
２
２
３
‐
３
５
７
１
）
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芦
屋
歴
史
の
里
企
画
展
示

■
映
画
「
ト
ラ
・
ト
ラ
・
ト
ラ
！
」
芦

屋
ロ
ケ
の
思
い
出

　

第
二
次
世
界
大
戦
の
真
珠
湾
攻
撃
を

描
い
た
映
画「
ト
ラ・ト
ラ・ト
ラ
!
」は
、

芦
屋
海
岸
に
製
作
さ
れ
た
巨
大
な
オ
ー

プ
ン
セ
ッ
ト
で
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
時
を
再
現
し
た
ジ
オ
ラ
マ
を
と
お
し
、

そ
の
様
子
を
振
り
返
り
ま
す
。

▽�

と
き　
２
月
10
日
火
～
３
月
29
日
日
・

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

▽�

と
こ
ろ　
芦
屋
歴
史
の
里

▽�

料
金　
18
歳
以
上
2
０
０
円
、小・中・

高
校
生
1
０
０
円

▽�

問
い
合
わ
せ　
芦
屋
歴
史
の
里
（
☎

２
２
2
‐
2
５
5
5
）

中
央
公
民
館
講
座

■�

芦
屋
基
地
を
見
て
回
ろ
う

　

芦
屋
基
地
の
航
空
機

や
施
設
な
ど
を
見
学

し
、
部
隊
担
当
者
か
ら

詳
し
く
説
明
し
て
も
ら

い
ま
す
。
少
人
数
な
の

で
、
ゆ
っ
く
り
と
見
学

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
都
合

に
よ
り
講
座
が
中
止
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

▽�

と
き　

２
月
25
日
水
・
午
前
10
時
～

正
午

▽�

と
こ
ろ　
航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地

▽�

講
師　
芦
屋
基
地
の
隊
員
の
皆
さ
ん

▽�

定
員　
24
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

（
高
校
生
以
下
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

小
中
学
生
・
乳
幼
児
の
同
伴
は
で
き

ま
せ
ん
。）

▽�

参
加
費　
無
料

▽�

申
し
込
み　
1
月
29
日
木
～
２
月
15

日
日
・
午
前
９
時
～
午
後
5
時
に
電

話
（
☎
２
２
２
‐
１
６
８
１
）
ま
た

は
中
央
公
民
館
窓
口
へ

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

■�

あ
な
た
な
ら
ど
う
す
る
？

～
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
ゲ
ー
ム
で
考
え
る

　
多
様
性
～

　

メ
デ
ィ
ア
や
S
N
S
な
ど
で
当
た
り

前
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
「
多
様
性

（
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
）」
で
す
が
、
日
本
は

世
界
と
比
べ
て
理
解
や
推
進
が
遅
れ
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。
こ
の
講
座
で
は
、

育
児
や
介
護
、
障
が
い
な
ど
の
身
近
な

場
面
の
多
様
性
を
、
ゲ
ー
ム
体
験
を
と

お
し
て
具
体
的
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

▽�

と
き　

２
月
14
日
土
・
午
前
９
時
30

分
～
11
時
30
分

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館

▽�

講
師　
オ
フ
ィ
ス
荒
武
代
表

　
荒
武
勢
津
子
さ
ん

▽�

定
員　
30
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽�

参
加
費　
無
料

▽�

申
し
込
み　

１
月
27
日
火
か
ら
・
午

前
9
時
～
午
後
5
時
に
電
話
（
☎
２

２
２
‐
１
６
８
１
）
ま
た
は
中
央
公

民
館
窓
口
へ

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
し
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

粘
土
で
ス
イ
ー
ツ
講
座
Ⅱ

　

粘
土
で
か
わ
い
い
ア

イ
ス
パ
フ
ェ
を
作
る
講

座
で
す
。
ソ
ー
ス
で
顔

を
描
い
た
り
、
ホ
イ
ッ

プ
や
い
ろ
い
ろ
な
パ
ー

ツ
で
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン

し
ま
す
。
で
き
た
作
品
は
ス
ト
ラ
ッ
プ

に
し
て
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽�

と
き　

２
月
21
日
土
・
午
後
１
時
～

３
時

▽
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
３
階

▽�

対
象　
小
学
生
以
上
（
小
学
3
年
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
）

▽�

定
員　
10
人
（
事
前
申
し
込
み
先
着

順
）

▽
参
加
費　
３
０
０
円
（
材
料
代
）

▽�
申
し
込
み　
１
月
31
日
土
～
２
月
13

日
金
・
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
電

話
（
☎
２
２
２
‐
１
６
８
１
）
ま
た

は
中
央
公
民
館
窓
口
へ

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。 

※�

一
度
の
申
し
込
み
で
、
最
大
２
人
ま

で
参
加
で
き
ま
す
。

お
知
ら
せ

広
告

広
告

広報あしや　2026.2 ⑯



芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp

カラスに注意してください！
　カラスは 3月～４月頃に巣作りを始め、繁殖期は３月～６月半ばまで続き、ひなは９月頃に巣
立ちます。生ごみ散乱や威嚇、ふん被害を防止するため、ご協力をお願いします。
①巣を作らせない
　�　ハンガーや針金、ひもなどはカラスの巣材となるため、屋外に放置しないよ
うにしてください。

　　また、木の剪
せんてい
定を行うことで巣を作らせないようにすることができます。

②カラスの巣やひなに近づかないで
　�　カラスは、巣やひなに近づくと後ろから威嚇する習性があります。
　　親鳥の動きに注意し、その場から離れてください。
③ごみ出し時のお願い
　�　ごみは決まった日時・場所に出し、防鳥ネットなどでごみをしっかり覆って
ください。また、ネットに重石などを置き、めくれないようにしてください。
④知らずにしている餌付けをなくす
　　何でも食べるカラスにとって家庭菜園やお供え物は、餌となります。
　　無意識の餌付け（放置した野菜くずやお供え物、家庭菜園の取り残し果実など）に
　なっていないかカラスの目線でチェックしてみてください。
⑤カラス対策は「慣れ」を防ぐことが重要
　�　防鳥テープや爆音器、カラスの死骸模型、黒ビニールなどは、一時的には効果を発揮しますが、
カラスはすぐに慣れてしまいます。「慣れ」を防ぐため、道具を複合的に組み合わせ、効かなくなっ
たら片付け、別の道具を設置するなどの対策を行ってください。
▷問い合わせ
　カラスのごみ被害に関すること＝環境・公園係（☎２２３‐３５３８）
　そのほかカラスの被害に関すること＝農林水産係（☎２２３‐３５４４）

お得な国民年金保険料前納割引制度
　国民年金保険料の口座振替には、月々 6 ０円割引となる早割制度（当月保険料を当月末振り替え）
や割引額の多い 6 カ月・1 年・2 年前納など、お得に保険料を納付できる振替方法があります。

▽ �申込方法
　�　本人確認書類または基礎年金番号が分かるもの、通帳、金融機関届出印を持参し、八幡年金事

務所または保険年金係で手続きをしてください。
※マイナポータルから「ねんきんネット」にログインし、オンラインで申し込むこともできます。

みんなの ね・ん・き・ん ▽ ��問い合わせ　�八幡年金事務所　（☎６３１‐７９６２）
　　　　　　　保険年金係　（☎２２３‐３５３２）

広
告

電話相談

広
告

広報あしや　2026.2⑰



⑱

差別をなくすために  第 488 号 芦屋町人権・同和教育研究協議会
▷問い合わせ　社会教育係（☎２２３‐３５４６）

　私の祖父は、車いすで生活をしています。
体が不自由ですが、いつも私たちにやさしく
笑いかけてくれる、家族みんなの大切な存在
です。
　私は毎日祖父の家に帰ります。中学三年生
のいとこ、中学二年生の姉といとこ、小学六
年生の私といとこ、小学三年生の妹。みんな
でご飯を食べて一日の事を話したり、にぎや
かで楽しい毎日をすごしています。
　ある日、祖父が急に苦しそうな顔をして体
調をくずしてしまい、救急車で病院に運ばれ
ました。私たちはびっくりして、こわくて、
不安でいっぱいでした。私たちは、お母さん
の車に乗って、みんなで病院に向かいました。
車の中ではとても静かで心配な気持ちでいっ
ぱいでした。でもその時、いつもふざけてい
るいとこのお兄ちゃんが、「大丈夫。絶対大丈
夫。」と言ってくれました。その声はとても強
くて、私たちみんなに勇気をくれました。
　後から思い出すと、いとこのお兄ちゃんも
すごく不安だったと思います。でも私たちや

家族を元気づけるために、強くなろうとして
くれたと思います。そのすがたを見て、私は
家族の大切さと支え合うことの意味を学びま
した。
　祖父が元気にもどってきた時、私たちいと
こ全員でもっと祖父と過ごす時間を大切にし
ようねと約束しました。私たちはいつも仲良
しで、支え合いながら笑顔で過ごしています。
家族みんなの気持ちが祖父の力になっている
と感じます。
　私はこれからも、祖父や家族との時間を大
切にして、だれにでもやさしくできる人にな
りたいです。そして、だれもが安心して暮ら
せるあたたかい社会を作るために、努力して
いきたいと思います。

※�この記事は、町内の小中学生が「人権」を
テーマに作成した作文で、提出された作文
の中から芦屋町人権・同和教育研究協議会
が選考したものを掲載しています。

「おじいちゃんと私たちの大切な時間」 芦屋東小学校 6年 　德
とく だ
田 実

みの り
莉

情報公開制度と個人情報保護制度の
運用状況を公表します

　芦屋町情報公開条例第 14 条（運用状況の公表）と芦屋町個人
情報保護法施行条例第 13 条（施行の状況の公表）に基づき、公
文書の公開請求、個人情報の開示などの請求とその結果を公表し
ます。
●令和６年度情報公開状況

受付場所 総務課 議会事務局 農業委員会
公　開 ３件 0件 0件
一部公開 10件 1件 0件
非公開 ２件 0件 1件
合　計 15件 1件 1件

●情報公開審査請求件数　０件
●令和６年度個人情報開示請求件数　０件
●個人情報開示審査請求件数　０件

▽問い合わせ　庶務係（☎２２３‐３５７２）

夜間飛行訓練を行います

　平日昼間の訓練に加えて、次の日程
で夜間飛行訓練を行います。
【ジェット機】

▽ �とき　２月 16日月・17 日火の日没
～午後９時ごろ

（予備日＝ 18日水・19日木）
【救難ヘリコプター・救難捜索機】

▽ �とき　毎週月・火の日没～午後９時
ごろ

※�天候不良の場合水・木・金が予備日で
す。

【そのほか】
　佐賀駐屯地のV-22 オスプレイが夜
間飛行訓練で芦屋基地へ飛来すること
があります。

▽ �問い合わせ　航空自衛隊芦屋基地渉
外室（☎２２３‐０９８１内線２５４）

広報あしや　2026.2
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芦
屋
歴
史
の
里
の
収
蔵
品
の
ほ
と
ん

ど
が
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
の
寄
贈
に
よ

る
も
の
で
す
。
令
和
7
年
度
も
寄
贈
い
た

だ
き
、
新
た
に
資
料
を
収
蔵
し
ま
し
た
。

今
回
か
ら
2
回
に
分
け
て
、
令
和
7
年
度

中
に
新
収
蔵
し
た
資
料
を
紹
介
し
ま
す
。

●
岡
の
湊
（
書
籍
）

　
本
書
は
、
昭
和
2
（
1
9
2
7
）
年
に

芦
屋
教
育
会
に

よ
っ
て
発
行
さ

れ
た
芦
屋
の
名

勝
や
寺
社
、
芦

屋
に
伝
わ
る
伝

説
、
芦
屋
町
の

偉
人
な
ど
を
紹
介
し
た
冊
子
。
昭
和
初
期

の
、
芦
屋
の
歴
史
文
化
の
様
子
が
よ
く
わ

か
る
1
冊
で
す
。

●
朝
鮮
戦
争
記
念
碑
拓
本

　

芦
屋
基
地
内
に
あ
る
朝
鮮
戦
争
の
記

念
碑
の
拓
本
で

す
。
朝
鮮
戦
争

勃
発
時
、
ア
メ

リ
カ
軍
が
駐
留

し
て
い
た
芦

屋
基
地
は
、
約

70
万
ト
ン
に

も
上
る
物
資
の
輸
送
拠
点
に
な
り
ま
し

た
。
記
念
碑
は
、
航
空
輸
送
に
生
命
を

さ
さ
げ
た
将
兵
た
ち
の
た
め
に
、
昭
和

28
（
1
9
5
3
）
年
に
建
て
ら
れ
た
も

の
で
す
。

●
西
部
炭
田
名
士
選
集

　
本
書
は
、
昭
和
11
（
1
9
3
6
）
年
に

発
行
さ
れ
た
、

筑
豊
炭
田
地
域

に
お
け
る
石
炭

関
連
企
業
や
石

炭
産
業
の
重
要

人
物
な
ど
を
紹

介
し
た
も
の
で
す
。
芦
屋
町
出
身
で
衆
議

院
議
員
と
な
っ
た
吉
田
磯い

そ
吉き

ち
氏
や
、
そ
の

子
吉
田
敬
太
郎
氏
の
記
事
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
鉱
業
株
式
会
社

の
ペ
ー
ジ
に
は
、
大
君
炭
鉱
に
関
す
る
記

載
が
あ
り
ま
し
た
。
当
時
の
石
炭
産
業
の

一
端
を
知
る
貴
重
な
書
籍
で
す
。

●�

「
ト
ラ
・
ト
ラ
・
ト
ラ
！
」
撮
影
セ
ッ

ト
模
型

　
映
画
「
ト
ラ・ト
ラ・ト
ラ
！
」
は
、
太

平
洋
戦
争
に
お
け
る
真
珠
湾
攻
撃
を
描

い
た
ア
メ
リ
カ
映
画
で
す
。
本
作
の
日
本

ロ
ケ
が
、
昭
和
42
（
1
9
6
7
）
年
に
芦

屋
町
の
海
岸
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
時
、

ロ
ケ
を
見
に
行
っ
た
と
い
う
記
憶
が
あ

る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

本
資
料
は
、
芦
屋
で
行
わ
れ
た
撮
影
セ
ッ

ト
を
リ
ア
ル
に
再
現
し
た
模
型
で
す
。
こ

の
模
型
は
、
2
月
10
日
火
か
ら
芦
屋
歴
史

の
里
企
画
展
示
「
映
画
『
ト
ラ
・
ト
ラ
・

ト
ラ
！
』
芦
屋
ロ
ケ
の
思
い
出
」
の
中
で

展
示
し
ま
す
。

�
（
芦
屋
歴
史
の
里
）

紀
史
歴
屋
芦

行
そ
の
三
百
五
十
七

芦
屋
歴
史
の
里　
新
た
な
収
蔵
資
料

▼
今
号
の
表
紙
は
自
治
区
（
高
浜
町
）

の
餅
つ
き
で
す
。
参
加
し
て
い
た
大

人
た
ち
の
楽
し
そ
う
な
掛
け
声
と
は

裏
腹
に
、
こ
ど
も
た
ち
か
ら
は
、「
き

つ
い
！
重
い
！
」
と
の
声
が
…
。
し

か
し
、
つ
き
終
え
た
こ
ど
も
た
ち
は

と
て
も
楽
し
そ
う
で
し
た
。
大
人
も

こ
ど
も
も
み
ん
な
笑
顔
で
、
地
域
の

人
た
ち
と
の
交
流
も
良
い
も
の
だ
な

と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
自
治
区
の

活
動
に
取
材
で
お
邪
魔
す
る
こ
と
は

な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
伺
う
時

は
温
か
く
迎
え
て
も
ら
え
る
と
、
と

て
も
う
れ
し
い
で
す
。�

（
伊
藤
）

▼
今
号
裏
表
紙
に
掲
載
し
て
い
る

K
B
C
ふ
る
さ
と
W
i
s
h
で
す

が
、
令
和
7
年
11
月
３
日
か
ら
９
日

の
１
週
間
放
送
さ
れ
、
そ
の
風
景
を

写
真
に
収
め
て
い
ま
す
。
K
B
C
の

リ
ポ
ー
タ
ー
が
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
を

訪
れ
て
、
町
の
魅
力
を
た
っ
ぷ
り
と

紹
介
し
て
く
れ
ま
し
た
。
私
も
現
地

で
見
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
リ
ポ
ー
タ
ー
の
個
性
に
関
心
を
持

っ
た
の
と
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
さ
れ
る

芦
屋
町
の
人
の
話
の
上
手
さ
に
驚
き

ま
し
た
。
来
年
も
実
施
さ
れ
る
場
合
、

広
報
あ
し
や
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
、
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

�

（
篠
塚
）

編
集
後
記

⑲



　ＫＢＣ九州朝日放送のテレビとラジオから、芦屋町の魅力をギューッとまと
めた「ふるさとＷｉｓｈ」が令和7年11月３日～9日の1週間で放送されました。
多くのリポーターが芦屋町をアイタカー（中継車）でまわり、旬な情報を電波
に乗せて届けていました。皆さん、新しい情報は手にはいりましたか。
（放送された番組と出演者の一部を掲載しています）

　町の魅力をたっぷり
KBCふるさとWish芦屋町

Wish+／あしやんぷりん（船頭町）
Wish+ ／
縄文の丘グランピングリゾート

（山鹿）

CM 撮影 /
あしや砂像展実行委員会

アイタカーリポート／
Haguruma Ashiya（高浜町） Wish+／山鹿屋（船頭町）PAO ～ N ／朝ごはん本舗 ( 山鹿）

ポジモン！／玲子の弥
いやさか

栄中継
アサデス。KBC/
出張！栄作のお天気デス Wish+ ／芦屋釜の里

澪夢君生まれてきてくれてあ
りがとう！家族皆、澪夢が大
好きだよ。沢山食べて大きく
なって誰からも愛される人生
になりますように・・・

林
はやし
　澪

れ む
夢ちゃん

（白浜町）
令和７年
２月 18日生まれ

Happy Happy BirthdayBirthday２月
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PAO ～ N ／
 はなとバルーンの店てぃーだ（正門町）

PAO ～ N ／
株式会社 ZOO（山鹿）


